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9月号
平成18年
No.184

9
月
8
日
に
告
示
さ
れ
た
自
民
党
総
裁
選
挙
は
、
予
想
さ
れ
た
通
り
、
麻
生
太
郎
外

務
大
臣
、
安
倍
晋
三
内
閣
官
房
長
官
、
谷
垣
禎
一
財
務
大
臣
が
各
々
20
人
の
国
会
議
員
の

推
薦
書
を
提
出
、
立
候
補
の
手
続
き
を
済
ま
せ
た
。
今
回
の
選
挙
人
の
数
は
、
国
会
議
員

票（
衆
議
院
議
員
292
人
、
参
議
院
議
員
111
人
）403
票
。
そ
し
て
都
道
府
県
に
割
り
当
て
ら
れ

た
票
数
は
300
票
で
、
合
計
703
票
で
あ
る
。
703
票
の
過
半
数
を
獲
得
し
た
候
補
者
が
当
選
者

と
な
る
。
最
近
の
選
挙
は
、
党
員
、
党
友
の
票
を
い
か
に
多
く
獲
得
し
た
か
が
、
勝
敗
の

分
か
れ
目
と
な
る
。
党
員
、
党
友
の
中
で
の
人
気
が
高
い
人
、
つ
ま
り
国
民
的
人
気
の
高

い
人
が
議
員
投
票
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
最
終
的
に
勝
利
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。

地
元
京
都
府
の
持
ち
票
は
、
6
票
と
決
定
し
た
。
安
倍
氏
の
人
気
が
断
然
高
い
と
言
え
ど

も
、
谷
垣
氏
は
地
元
京
都
府
に
お
い
て
は
、
メ
ン
ツ
に
か
け
て
も
安
倍
氏
に
負
け
ら
れ
な

い
。
も
し
、
京
都
府
で
の
得
票
が
少
な
け
れ
ば
、
今
後
の
谷
垣
氏
の
政
治
活
動
に
大
き
な

障
害
と
な
る
。
地
元
福
知
山
を
中
心
に
、
谷
垣
陣
営
で
は
相
当
力
強
い
運
動
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
。
地
元
選
出
の
国
会
議
員
で
、
谷
垣
支
援
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、
清
水
鴻

一
郎
、
井
澤
京
子
両
衆
議
院
議
員
、
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員
の
3
人
で
あ
る
。
安
倍
支
援

に
参
加
し
て
い
る
国
会
議
員
は
4
人
で
、
京
都
府
に
お
い
て
は
、
谷
垣
、
安
倍
氏
の
勢
力

は
伯
仲
と
な
っ
た
。

地
元
京
都
府
、
負
け
ら
れ
な
い
谷
垣
氏

安倍、谷垣陣営に分かれる　　
　　　　　　京都選出国会議員
安倍、谷垣陣営に分かれる　　
　　　　　　京都選出国会議員

厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
如
何
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

平
素
、
二
之
湯
先
生
の
政
治
活
動
に
ご
尽
力
賜
わ

り
ま
す
と
共
に
、
私
に
も
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
わ
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
、
昭
和
五
十
八
年
に
衆
議
院
議
員
初
当

選
以
来
今
日
ま
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
り
、
九
期
二
十
三
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
国
会
・
政
府
・
党
の
各
分
野
に

お
い
て
多
く
の
重
要
な
舞
台
に
立
た
せ
て
い
た
だ

き
、
私
な
り
に
全
力
を
尽
く
す
中
、
多
く
の
経
験

を
し
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
、
国
の
内
外
共
に
大
き
な
変
曲
点
を
迎
え
て

お
り
、
重
要
な
政
治
の
決
断
が
求
め
ら
れ
る
折
、

私
の
二
十
三
年
間
の
集
積
を
「
人
と
社
会
の
絆
に

よ
る
信
頼
の
国
家
」
構
築
に
捧
げ
た
く
、
自
民
党

総
裁
選
挙
に
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
こ
と
は
充
分

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
お
力
に
す
が
り
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
今
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。

併
せ
て
二
之
湯
先
生
の
更
な
る
ご
活
躍
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

谷
垣

禎
一

立
候
補
の
ご
挨
拶
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四条河原町で支持を訴える
谷垣候補と二ノ湯議員

京
都
府
連
の
票
の
行
方　

前
回
、
各
候
補
に
票
が
分
散　
ど
う
な
る
今
回
の
票
？

新 し い 時 代 を 担 う 候 補 者

参
院
平
成
研
、
自
主
投
票

3
年
前
の
自
民
党
総
裁
選
挙
は
、
小

泉
純
一
郎
、
藤
井
孝
男
、
亀
井
静
香
、

高
村
正
彦
の
4
氏
が
立
候
補
し
た
。
総

裁
を
め
ぐ
っ
て
、
平
成
研
で
は
小
泉
純

一
郎
氏
を
推
す
勢
力
と
藤
井
孝
男
氏
を

支
援
す
る
野
中
広
務
氏
と
が
激
し
い
権

力
闘
争
を
繰
り
広
げ
た
。
こ
の
総
裁
選

挙
告
示
翌
日
の
9
月
9
日
夕
方
、
野
中

広
務
氏
は
突
然
政
界
引
退
を
表
明
、
地

元
京
都
政
界
に
激
震
が
走
っ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
当
時
自
民
党
府
連
の

9
月
8
日
告
示
さ
れ
た
自
民
党
総
裁
選

挙
。
京
都
出
身
の
谷
垣
禎
一
衆
議
院
議
員
も

立
候
補
の
届
出
を
済
ま
せ
た
。
一
般
的
に
見

て
、
谷
垣
氏
の
劣
勢
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
、
な
ん
と
し
て
も
京
都
で
は
安
倍
氏
と
互

角
の
戦
い
を
し
て
、
存
在
感
を
示
す
必
要
が

あ
る
。
二
ノ
湯
議
員
は
谷
垣
氏
を
支
援
す
る

議
員
と
し
て
、
9
月
�0
日
地
元
入
り
し
た
谷

垣
候
補
と
市
内
各
所
で
街
頭
演
説
を
行
っ
た
。

幹
事
長
で
あ
っ
た
二
ノ
湯
参
議
院
議
員

は
、
京
都
で
の
党
員
、
党
友
票
が
う
ま

く
票
割
り
さ
れ
て
、
応
援
す
る
地
元
国

会
議
員
の
面
目
を
保
つ
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
頭
を
悩
ま
せ
た
。
別
紙
の
通
り
、

有
力
候
補
に
各
々
票
が
分
散
し
、
京

都
府
連
と
し
て
は
、
大
変
良
い
結
果
と

な
っ
た
。

今
回
、
京
都
府
連
の
選
挙
人
数
は
、

一
七
、一
三
一
人
で
あ
る
。
前
回
の
よ
う

に
う
ま
く
票
が
分
か
れ
る
か
。
人
気
通

自
民
党
総
裁
選
挙
の
告
示
を
前
に
、
さ
る
8
月

3�
日
、
東
京
赤
坂
の
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
で
、
参
院

平
成
研
究
会（
陣
内
孝
雄
会
長
）の
総
会
が
開
か
れ

た
。
当
日
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
自
民
党
総
裁
選
挙

に
対
し
て
、
平
成
研
究
会
の
方
針
を
決
め
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
昨
年
の
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
の
よ

う
に
、
議
員
個
人
を
悩
ま
せ
る
深
刻
な
問
題
で
は

な
い
が
、
各
々
の
議
員
は
色
々
な
方
面
か
ら
働
き

か
け
が
あ
り
、
安
倍
、
谷
垣
、
麻
生
氏
の
誰
を
支

持
す
る
の
か
、
態
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
総
会
で
は
青
木
参
議
院
議
員
会
長
が
、「
参

院
平
成
研
と
し
て
は
、
衆
議
院
側
で
一
致
協
力
し

て
、
総
裁
候
補
と
し
て
推
す
人
が
あ
れ
ば
、
そ
の

方
を
応
援
す
る
覚
悟
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
衆
院

側
で
意
見
が
一
致
す
る
候
補
が
い
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
参
院
平
成
研
と
し
て
は
、
今
回
の
総

裁
選
挙
は
自
主
投
票
と
い
う
形
で
望
み
た
い
。各
々

議
員
の
方
は
、
自
分
の
信
ず
る
方
向
で
選
挙
に
望

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
但
し
、
各
総
裁
候
補
の
推

薦
人
に
名
前
を
連
ね
る
こ
と
は
や
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
た
。
従
っ
て
平
成
研
所
属
の
参
議
院

議
員
は
、
い
わ
ゆ
る
派
閥
に
拘
束
さ
れ
ず
自
由
な

立
場
で
今
回
の
総
裁
選
挙
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。

り
に
安
倍
氏
が
圧
倒
的
な
強
さ
を

見
せ
る
の
か
。
各
候
補
を
応
援
す

る
国
会
議
員
も
大
変
気
掛
り
で

あ
る
。

な
お
、
党
員
投
票
の
方
法
は
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
郵
便
投
票
で
、

9
月
�9
日
㈫
ま
で
に
中
京
郵
便
局

に
必
着
す
る
こ
と
。
開
票
は
9
月

�0
日
㈬
午
前
��
時
30
分
か
ら
京
都

自
由
民
主
会
館
で
行
わ
れ
る
。

候補者名 得票数 党員算定票

小泉純一郎 8,64�票 3票

藤 井 孝 男 4,333票 �票

亀 井 静 香 �,345票 �票

高 村 正 彦 848票 0票

合計 �6,�67票 6票

平成15年の総裁選挙・京都府の投票結果

谷垣候補を激励する二ノ湯議員

自
民
党
政
経
文
化
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

恒
例
と
な
り
ま
し
た
自
民
党
の
政
経
文
化
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
様
方
に
お
願
い
を
す
る
の
は
誠
に
心
苦
し
く
存
じ

ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
日
時　

平
成
18
年
11
月
23
日（
木・祝
） 

13
時（
予
定
）

◆
場
所　

国
立
京
都
国
際
会
館（
左
京
区
宝
ヶ
池
）

◆
会
費　

1
口　

三
万
円

☆
お
申
込
は
二
ノ
湯
さ
と
し
事
務
所
ま
で
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二
ノ
湯
議
員
、
京
都
工
芸
染
匠
協
同
組
合
研
修
会
で
講
演

西田昌司氏

西田昌司氏の記者会見に立ち合う二ノ湯議員

題
の
本
質
を
厳
し
く
指
摘
し
、
今
こ
そ
、
問
題
の

根
絶
の
た
め
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
役
所
と
議
員
だ
け

で
な
く
、
市
民
も
今
ま
で
の
よ
う
に
無
関
心
で
は

決
し
て
い
け
な
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
小
泉
政
権
の
5
年
間
で
関
係
が
冷
え
込

ん
で
い
る
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
の
東
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
現

在
抱
え
て
い
る
問
題
・
課
題
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
関
係
改
善
の
た
め
に
も
、
日
本
と
し
て
明
確

な
意
思
表
示
と
揺
る
ぎ
な
い
外
交
姿
勢
を
各
国
に

示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

講
演
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
で
は
、
全
国
各
地

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
公
務
員
の
不
正
や
優
遇
問

題
、
税
金
の
無
駄
使
い
な
ど
公
務
員
制
度
の
改
革

に
つ
い
て
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
組

合
か
ら
は
、
今
後
の
後
継
者
育
成
の
た
め
に
も
、

京
友
禅
の
企
画
・
生
産
・
製
造
工
程
に
お
い
て
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
役
割
を
担
う
「
染
匠
」
の

職
業
的
地
位
の
確
立
と
向
上
へ
の
協
力
を
依
頼
さ

れ
、
研
修
会
は
盛
会
裡
に
終
え
た
。

9
月
4
日
、
京
都
工
芸
染
匠
協
同
組
合（
理
事

長
：
木
村
信
一
）の
会
員
・
従
業
員
・
取
引
先
約

70
人
を
対
象
に
し
た
研
修
会
に
、
二
ノ
湯
議
員
は

講
師
と
し
て
招
か
れ
、
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。

一
時
間
を
超
え
る
講
演
の
中
で
、
二
ノ
湯
議
員

は
、
構
造
改
革
の
推
進
の
中
で
、
勝
ち
組
・
負
け

組
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
京
と

地
方
や
企
業
間
・
個
人
間
に
お
け
る
格
差
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
そ
の
弊
害
の
是
正

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
連
日
マ
ス
コ
ミ
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
自
民
党
総
裁
選
に
つ
い
て
は
、

三
名
の
候
補
者
の
政
策
や
そ
の
人
柄
、
そ
の
舞
台

裏
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
裏
話
に
つ
い
て
、
笑

い
も
交
え
な
が
ら
講
演
し
た
。

ま
た
、
京
都
市
職
員
の
不
祥
事
問
題
に
つ
い
て

は
、
市
会
議
員
時
代
の
経
験
を
踏
ま
え
、
そ
の
問

会
か
ら
は
希
望
者
が
な
く
、
京
都
府
会
か
ら
、
田

坂
幾
太
前
府
会
議
長
、
西
田
昌
司
府
会
議
員
団
代

表
幹
事
の
二
氏
が
立
候
補
の
意
思
を
明
ら
か
に
し

た
。
双
方
と
も
高
い
見
識
、
豊
か
な
経
験
も
あ
り
、

甲
乙
つ
け
難
い
人
材
で
あ
る
が
、
京
都
選
挙
区
の

現
状
を
考
え
る
と
、
二
名
を
公
認
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
話
し
合
い
で
一
人
に
絞
り
込
む

こ
と
は
密
室
で
決
め
た
と
い
う
批
判
も
起
こ
る
の

で
、
正
々
堂
々
と
投
票
で
決
め
る
べ
き
だ
と
い
う

意
見
が
大
勢
と
な
っ
た
。
選
対
委
員
も
、
ど
ち
ら

に
投
票
す
る
か
、
大
い
に
悩
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

8
月
�8
日
に
開
か
れ
、
投
票
の
結
果
、
西
田
吉
宏

氏
の
長
男
で
府
会
議
員
西
田
昌
司
氏
を
党
公
認
候

補
と
し
て
党
本
部
に
申
請
、
9
月
5
日
党
本
部
は

公
認
候
補
者
と
し
て
決
定
し
た
。
開
票
結
果
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
票
差
は
わ
か
ら
な
い
が

か
な
り
の
接
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
だ
。
今

回
、
候
補
者
の
選
考
に
当
た
っ
て
、
党
本
部
か
ら

広
く
全
国
か
ら
人
材
を
求
め
る
た
め
に
公
募
制
に

し
て
は
と
伊
吹
府
連
会
長
に
打
診
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、「
地
元
に
も
優
秀
な
人
が
た
く
さ
ん

い
る
」
と
伊
吹
会
長
は
公
募
制
の
導
入
を
拒
否
し

た
。
し
か
し
、
地
元
で
候
補
者
を
選
考
す
る
と
し

て
も
、
府
下
各
市
町
村
会
議
員
ま
で
、
公
募
の
範

囲
を
広
げ
る
と
前
々
回
の
よ
う
に
多
く
の
希
望
者

が
名
乗
り
を
上
げ
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
の
で
、

京
都
府
会
議
員
、
京
都
市
会
議
員
に
限
定
し
て
希

望
者
を
募
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
京
都
市

来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
に
出
馬
せ

ず
、
引
退
を
表
明
し
た
西
田
吉
宏
参
議

院
議
員
の
後
継
者
を
決
め
る
自
民
党
京

都
府
連
の
選
挙
対
策
常
任
委
員
会
は
、

経
歴  （
昭
和
三
十
三
年
生
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部

卒
、
税
理
士
、
平
成
二
年
よ
り
府
議
会
議

員
五
期　

著
書
「
政
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」）

憲
法
や
教
育
基
本
法
の
改
正
、
靖
国
参
拝
の
是
非
な
ど
、
今
日
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
柄
の
殆
ど

の
原
因
は
、
戦
後
の
占
領
政
策
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
に
、
民
主
化
と
言
う
名
の
下
、
日
本
人
は

伝
統
的
歴
史
観
や
価
値
観
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
問
題
は
、
占
領
時
代
が
終
わ
っ
た
後
も
、

こ
の
こ
と
に
政
治
家
が
誰
も
手
を
つ
け
ず
に
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
正
に
、
日
本
人
は
背
骨
を

失
っ
た
ま
ま
戦
後
六
十
一
年
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

今
こ
そ
、
日
本
人
が
こ
う
し
た
歴
史
の
経
緯
を
知
り
、
日
本
人
と
し
て
の
心
と
歴
史
観
を
取
り
戻

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
歴
史
を
素
直
に
振
り
返
り
、
良
い
点
も
悪
い
点
も
含
め
、
問
い
直
す
こ
と
が

必
要
な
の
で
す
。
そ
れ
が
、
戦
争
を
知
ら
な
い
我
々
の
世
代
の
使
命
で
す
。

二
之
湯
先
生
と
ご
一
緒
に
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
決
意
「
日
本
の
背
骨
を
取
り
戻
せ
」

西
田
昌
司

西田昌司氏、参院候補に決定
自民京都府連常任選対で投票
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第163回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第162回
みんなで歩こう湯歩会（参加者53名）

洛西・大蛇池公園にて

二
ノ
湯
真
士
事
務
所
完
成

本
格
稼
動
は
10
月
中
旬

象
は
一
つ
も
持
た
な
か
っ
た
。

一
、
6
年
ぶ
り
の
小
学
校
同
窓
会
が
、
三
重
県
で

開
か
れ
た
。
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
て
い
た

が
、
名
前
が
な
か
な
か
思
い
出
せ
な
い
。
全
員
気

は
若
い
が
6�
歳
と
も
な
る
と
、
孫
、
健
康
、
年
金

の
話
題
が
中
心
。
そ
ん
な
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
と
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

一
、
秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
が
男
児
を
出
産
さ
れ

た
。
懐
妊
さ
れ
た
時
か
ら
、
男
の
子
で
は
な
い
か

と
噂
さ
れ
た
が
、
実
際
男
児
誕
生
で
多
く
の
国
民

が
喜
ん
で
い
る
。
こ
れ
で
こ
こ
一
年
間
ほ
ど
論
争

を
巻
き
起
こ
し
た
皇
室
典
範
改
正
問
題
も
ひ
と
ま

ず
終
息
に
向
う
の
か
も
知
れ
な
い
。

一
、
公
務
員
も
人
の
子
だ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ

れ
ま
で
だ
が
、
あ
ち
こ
ち
で
公
務
員
の
犯
罪
が
多

い
。
地
元
京
都
市
を
筆
頭
に
、
大
阪
拘
置
所
の
看

守
の
ワ
イ
ロ
、
社
会
保
険
庁
職
員
の
国
民
年
金
保

険
料
不
正
免
除
、
そ
し
て
九
州
で
は
酔
っ
ぱ
ら
い

運
転
で
家
族
一
家
も
ろ
と
も
海
に
突
き
落
と
し
た

福
岡
市
職
員
。
本
当
に
世
の
中
狂
っ
て
い
る
と
言

い
た
い
。

一
、
�6
歳
の
子
供
が
親
の
殺
人
を
�5
歳
の
友
達

に
依
頼
す
る
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
。

あ
ど
け
な
さ
が
残
る
子
供
が
ど
う
し
て
母
親
を

殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
全
く
理
解
に

苦
し
む
。

一
、
早
稲
田
実
業
と
駒
大
苫
小
牧
と
の
決
勝
戦
は

高
校
野
球
の
良
さ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
双
方
の

エ
ー
ス
の
投
手
戦
は
随
分
と
見
ご
た
え
が
あ
っ

た
。
世
の
中
い
や
な
こ
と
が
多
い
か
ら
、
高
校
野

球
が
一
層
さ
わ
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

一
、
八
月
の
盆
過
ぎ
か
ら
、
長
年
の
持
病
治
療
の

た
め
市
立
病
院
に
�0
日
間
入
院
し
た
。
狭
い
ベ
ッ

ド
で
、
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
ず
困
っ
た
が
、
病
気

は
完
全
に
治
っ
た
と
医
師
の
宣
告
を
い
た
だ
き
一

安
心
。

一
、
医
療
現
場
は
医
師
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
が
、
医
師
だ
け
で
は
大
病
院
の
運
営
は

で
き
な
い
。
多
く
の
優
秀
な
医
師
を
支
え
る
補
助

要
員
が
必
要
で
あ
る
。
中
で
も
変
則
的
な
勤
務
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
に
優
し
く
接
し
て
く
れ
る

看
護
師
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。
わ
ず
か
な
入
院

期
間
で
あ
っ
た
が
、
市
立
病
院
に
対
し
て
悪
い
印

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご

賛同いただき、ご入会下さいますようお願い
申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所
☎075-315-2228

来
春
4
月
8
日
に

実
施
さ
れ
る
予
定
の

統
一
地
方
選
挙
で
、

右
京
区
よ
り
府
会
議

員
を
目
指
し
て
準
備

中
の
二
ノ
湯
智
参
議

院
議
員
秘
書
二
ノ
湯

真
士
君
の
活
動
の
本

拠
地
と
な
る
事
務
所

が
こ
の
ほ
ど
太
秦
の

中
心
地
で
あ
る
太
秦
大
映
通
り
商
店
街（
も
り
漬

物
本
店
西
へ
100
ⅿ
）に
完
成
し
た
。
事
務
所
の
本

格
的
な
稼
動
は
�0
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、

従
来
か
ら
右
京
区
の
中
で
有
権
者
の
最
も
多
い
大

票
田
の
太
秦
に
自
民
党
の
足
場
が
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
自
民
党
支
援
の
人
々
か
ら
は
、
活
動

の
拠
点
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
強
か
っ

た
が
、
な
か
な
か
実
現
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
今
回
二
ノ
湯
真
士
君
の
事
務
所
が
出
来
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
党
勢
拡
張
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。


